
大
阪
・
大
坂
城
跡

ω

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
中
央
区
上
町

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
六
八
年

（昭
４３
）
一
〇
月
を

一
九
六
九
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
市
教
育
委
員
会

・
難
波
官
址
顕
彰
会

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
山
根
徳
太
郎

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡
、
城
郭

・
城
下
町
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
大
阪
城
の
南
に
あ
る
上
二
病
院
敷
地
で
あ
る
。
難
波
官
の
朝
堂
院

南
部
の
す
ぐ
東
で
、
前
期
難
波
官
朝
堂
院
の
南
門
か
ら
約

一
五
〇
ｍ
東
方
に
な

る
。
近
世
に
な
り
大
坂
城
が
築

か
れ
る
と
、
広
小
路
に
面
し
た

こ
の
辺
り
は
、
豊
臣
氏
の
頃
は

三
の
九
に
と
り
こ
ま
れ
て
武
家

屋
敷
地
と
な
り
、
徳
川
氏
も
武

家
屋
敷
地
を
踏
襲
す
る
が
、
北

の
道
路
側
の
調
査
地
は
絵
図
で

み
る
と
お
そ
く
と
も
元
禄
の
頃

に
は
町
屋
に
な

っ
て
い
る
。
地

形
は
上
町
台
地
の
背
部
の
東
寄
り
で
、
東

・
南
に
か
な
り
急
に
傾
斜
し
て
い
る
。

敷
地
内
は
北
西
部
の
高
所
に
合
せ
て
平
坦
に
し
て
い
る
が
、
官
の
中
心
部
よ
り

三
ｍ
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
る
。

上
二
病
院
建
設
に
先
立
つ
難
波
官
跡
第
三
二
次
調
査
で
木
簡
が
出
土
し
、　
一

九
七
八
年
に
は
二
期
工
事
に
伴
う
第

一
二
八
次
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
約

一

三
〇
〇
ド
の
敷
地
は
北
西
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
地
山
が
高
く
、
中
央
か
ら
南

東
部
に
は
ほ
ぼ
敷
地
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
窪
地
が
あ
る
。
恐
ら
く
自
然
地
形
で

あ
ろ
う
。
窪
地
の
埋
土
は
二
層
あ
り
、
包
含
す
る
土
師
器

・
須
恵
器

・
瓦
な
ど

か
ら
下
層
は
前
期
難
波
宮
、
上
層
は
後
期
難
波
官
に
関
係
す
る
も
の
と
み
ら
れ

る
。
遺
物
に
は
古
墳
時
代
の
須
恵
器
や
埴
輪
も
あ
る
。
北
西
部
の
地
山
上
に
は

柱
穴
群
が
あ
る
が
難
波
官
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
。

窪
地
の
埋
土
な
ど
包
含
層
に
ト
レ
ツ
チ
を
い
れ
て
い
る
時
に
木
簡
が
見
つ
か

り
、
近
世
の
上
坑
が
敷
地
の
北
西
寄
り
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
東
西
約

一

五
ｍ
、
南
北
約

一
〇
ｍ
の
楕
円
形
で
、
窪
地
の
縁
に
近
い
西

・
北
辺
で
は

一
・

四
ｉ

一
。
二
ｍ
と
崖
状
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
。
土
坑
内
は
基
本
層
序
と
し
て
黒

色
粘
土
層
の
上
に
青
灰
色
粘
土
層
が
堆
積
し
て
お
り
、
部
分
的
に
植
物
層
や
砂

層
も
み
ら
れ
る
。
土
坑
の
底
部
に
は
多
量
の
遺
物
が
あ

っ
た
。
木
簡
の
ほ
か
に

人
形

・
箸

・
へ
ら

・
由
物

。
桶

。
櫛

。
下
駄

。
漆
椀
な
ど
の
木
製
品
、
梧
鉢

・

唐
津
焼

・
瀬
戸
天
目

・
土
師
器
皿

・
賠
烙
な
ど
の
陶
磁
器
類
、
金
箔
押
瓦
を
含

む
瓦
類
、
金
属
製
品
、
石
製
品
、
さ
ら
に
貝

。
骨

。
種
子

・
雑
木
な
ど
の
動
植

物
遺
体
も
多
い
。
ご
み
溜
め
の
よ
う
な
状
態
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

(大阪東北部)



1977年以前出上の木簡

土
坑
及
び
出
土
遺
物
の
年
代
に
つ
い
て
第
三
二
次
調
査
概
要
で
は

「近
世
初

頭
の
上
坑
」
と
し
、
漆
椀
は

「江
戸
初
期
の
も
の
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
金

箔
押
瓦
や
軒
平
瓦
の
文
様
は
豊
臣
氏
大
坂
城
期
の
も
の
で
あ
る
。
現
在
大
坂
城

跡
の
調
査
で
は
、
豊
臣
秀
吉
が
天
正

一
一
年

（
一
五
八
一う

に
大
坂
城
築
城
を
開

始
し
て
か
ら
慶
長
二
〇
年

（
三
全

五
）
大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
落
城
す
る
ま
で

を
豊
臣
氏
大
坂
城
期
と
し
、
そ
れ
以
降
を
徳
川
氏
大
坂
城
期
と
し
て
区
分
し
て

い
る
。
「近
世
初
頭
」
「江
戸
初
期
」
は
現
段
階
で
は
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、

瓦
と
陶
磁
器
類
を
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
見
直
し
を
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
瓦

の
斜
目
糸
切
技
法
や
土
師
器
皿
に
も
豊
臣
氏
大
坂
城
期
の
特
徴
が
み
ら
れ
、
遺

物
の
多
く
が
同
期
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
染
付
に
は
中
国
製
の
ほ
か

に
伊
万
里
も
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
徳
川
氏
大
坂
城
期
の
遺
物
も
わ
ず
か
な
が
ら

混
じ
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
遺
物
の
年
代
に
つ
い
て
、
結
論
は
埋
上
の
検
討
も

含
め
て
本
報
告
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
基
本
的
に
は
瓦
類

・
陶
磁
器
類
と

同
様
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
＜
進
上
　
一日
日
――
日
Ш
　
」

。　「‐／くヽ　　　　　　　　　　中‐‐‐‐中中中中”中中中中中中一　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドΦ〕×中Φ×『　　Φ∞∞

②

　

「
＜
大
豆
五
斗
松
山
九
兵
衛
」
　
　
　
　
　
μ伽箕
］受
∞
ｏ器

③

　

「
＜
塩
壱
俵
松
山
九
兵
衛
」

Ｐ
ω
∞

×

］
ω
〉〈
∞
　
　
Ｏ
ω
∞

14)l101

ｈ
早lle

〔為
力
〕

「
＜
米
五
斗
入
林
□
介
」

「
＜
二
月
十
六
日
　
　
」

〔為
己

「
＜
林
□
介
」

「
＜
弐
斗
　
」

〔次
ヵ
〕

＜
□
介
分
　
」

＜
二
斗
五
升
」

「
＜
田
日
日
日
――
日
日
日
日
日
匡

「
＜
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
Ｅ

「
＜
小
谷
又
右
□
　
　
□

「
＜
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
一

「
＜
中
白
【衛
己

「
＜
秀
左
□
門

〔付
≧

「
岩
沢
太
右
衛
門
　
岩
□
」

〔也
ヵ
〕

「
ｏ
中
国
十
入
□
□
」

「
　
日
Ｈ

日
□

五
□

○

一日
日
―十
日
Ш
門
」

μ
∞
卜
×

Ｎ
Ｆ
×

い
　

〇
∞
∞

岸
］
］
×

］
中
×

⇔
　

〇
∞
∞

俗

∪

×

協

×

卜
　

Φ
∞
∞

μ
『
∞

×

〕
卜
×

卜
　

Φ
∞
∞

（μ卜枷）
×
］
い
×
］

（Φ
卜）
×
μΦ
×
∞

（
Φ
］
）
×

］
］
×

∞
　

〇
∞
ｏ

中
〕
∞
×

］
⇔
×

∞
　

〇
釦
ド

牌
∞
『

×

∞
⇔
×

⇔
　
　
Ｏ
μ
μ



⑬
　
　
の
し
ゆ
く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ

溢
巽
∞
冦

⑭

　

「
ｏ
左
□
八

（花
押
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凸寮
含
∀
］
Φ３

墨
痕
の
あ
る
も
の
は
二
六
点
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
絵
を
描
い
た
も
の
一
点
、

点
と
か
線
だ
け
が
認
め
ら
れ
る
も
の
四
点
で
、
文
字
の
解
読
が
難
し
い
も
の
が

八
点
あ
る
。
二
六
点
中

一
三
点
は
パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
で
掘
り
上
げ
た
土
か
ら
見

付
け
た
も
の
で
、
①
④
⑦
③
⑨
⑩
が
そ
れ
で
あ
る
。
頭
部
に
切
り
込
み
を
入
れ

た
荷
札

・
付
札
木
簡
が

一
三
点
と
多
く
、
①
０
０
に
は
切
り
込
み
に
組
の
痕
が

残

っ
て
い
る
。
長
さ
が

一
五
ｉ
六
蝕
の
も
の
と

一
〇

伽
余
り
の
も
の
と
が
あ
り
、

長
い
②
⑥
が
品
名

・
数
量

・
差
出
人
を
片
面
に
書
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
短

い
⑥
⑥
は
数
量
と
人
名
を
表
と
裏
に
分
け
て
書
い
て
い
る
。
⑥
は
□
介
が
受
取

人
と
差
出
人
の
両
方
考
え
ら
れ
る
が
、
０
の
林
□
介
が
差
出
人
の
可
能
性
が
あ

る
な
ら
ば
表
と
裏
は
逆
に
な
る
。
幾
人
か
の
人
名
が
み
ら
れ
る
が
、
②
と
③
、

④
と
０
は
同

一
人
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
①
の
中
白
は
ナ
カ
ジ
ロ
と
読
め
ば
矢

羽
つ
斑
の
一
つ
で
、
チ
ュ
ウ
ジ
ロ
と
読
め
ば
玄
米
を
三
割
揚
き
程
度
に
精
白
し

た
も
の
、
精
糖
の
一
種
で
や
や
不
純
物
を
含
ん
で
責
色
味
を
帯
び
た
も
の
、
赤

味
噌
と
白
味
噌
と
の
中
間
の
味
噌
を
さ
す
と
い
う
が
、
後
者
チ
ュ
ウ
ジ
ロ
の
い

ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
大
手
前
二
丁
目
か
ら
も

「中
白
四
斗
入
…
…
」
木
簡
が
出

上
し
て
い
る
。
⑫
は
薄
い
柾
日
の
木
筒
で
、
文
字
の
上
部
に
木
釘
が
残
っ
て
い

た
。
ほ
ぼ
同
形
同
大
の
木
簡
が
も
う

一
点
あ
る
。

木
簡
の
内
容
に
つ
い
て
多
く
記
述
で
き
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
近
世

の
木
衛
の
出
土
例
と
し
て
は
早
く
、
二
〇
年
余
を
経
て
い
る
の
で
現
状
を
少
し

補
足
し
て
お
き
た
い
。
木
簡
類
は
現
在
乾
燥
し
た
状
態
に
あ
る
。
木
簡
の
乾
燥

は
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
で
科
学
的
に
処
理
さ
れ
た
も
の
と
、
ゆ

っ
く
り
時

間
を
か
け
て
自
然
乾
燥
さ
せ
た
も
の
と
が
あ
る
。
後
者
は
当
時
脱
色
剤
を
使

っ

て
い
な
い
せ
い
か
大
半
の
木
簡
が
茶
色
或
い
は
黒
ず
ん
で
文
宇
が
み
え
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
な
縮
み
が
み
ら
れ
る
も
の
、
脆
く
な
っ
た
も
の
が
あ
る
。

ま
た
墨
が
退
色
し
て
し
ま
っ
て
、
出
土
時
点
で
の
記
録
を
み
な
い
と
肉
眼
で
は

墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
る
。　
一
方
科
学
的
に
処
理
を
し
た
木
簡
は
脆

弱
き
は
な
く
、
木
材
の
色
が
淡
く
な
っ
た
せ
い
か
墨
痕
が
よ
り
鮮
か
に
な

っ
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
例
え
ば
０
と
か
①
で
あ
る
。
⑦
は
解
読
で
き
て
い
な
い
が
、

文
字
を
書
い
た
後
部
分
的
に
削
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
①
は

「進
上
」
の

下
と
一異
面
に
淡
い
墨
痕
が
あ
る
。
書
か
れ
た
時
に
先
後
が
あ
る
の
か
。
墨
の
残

り
具
合
の
問
題
か
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。

木
筒
に
つ
い
て
、
出
土
当
時
に
林
紀
昭
氏
が
解
読

・
実
測
を
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
中
川
信
作
氏
が
釈
読

・
計
測
を
し
た
資
料
が
あ
り
、
多
く
は
そ
れ
に
よ

っ
た
。
ま
た
林
氏
に
は
今
回
改
め
て
ご
教
示
願
っ
た
。
土
師
器
皿
は
じ
め
陶
磁

器
や
瓦
類
の
見
直
し
は
宮
本
佐
知
子
氏
に
お
願
い
し
た
。
深
く
感
謝
の
意
を
表

し
た
い
。
な
お
、
文
責
は
八
木
に
あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い
。

９
　
関
係
文
献

大
阪
市
教
育
委
員
会

「第
三
二
次
発
掘
調
査
概
報
」
翁
昭
和
四
三
年
度

（第
二

一
次
・
第
三
二
次
。
第
三
三
次
）
難
波
宮
跡
調
査
報
告
書
』
　

一
九
六
九
年
）



栄
原
永
遠
男

「
現
大
阪
城
周
辺
出
上
の
木
簡
」
（追
手
門
学
院
校
地
学
術
調
査
委

員
会

『
大
坂
城
三
の
九
跡
』
　

一
九
八
二
年
）

佐
久
間
貴
士

「大
阪

。
大
坂
城
跡
」
翁
木
簡
研
究
』

一
一
　

一
九
八
九
年
）

（八
木
久
栄
）

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
編

『
埋
文
写
真
研
究
』

第
二
号

文
化
財
写
真
の
研
究
、
技
術
、
情
報
な
ど
、
写
真
を
撮
る
人
だ
け
で
な

く
、
写
真
を
使

っ
て
報
告
書
を
作
る
人
、
こ
れ
を
読
ん
で
情
報
を
得
る
人

ま
で
、
文
化
財
調
査
に
関
わ
る
人
々
に
必
携
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
書
。
年
刊
で

現
在
二
号
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

（第

一
号
は
品
切
）
。

Ｂ
５
判
　
カ
ラ
ー
図
版
多
数
　
一
七
〇
頁

定
価
三
〇
〇
〇
円
　
送
料
四
冊
ま
で
五
〇
〇
円

・
五
冊
以
上
無
料

申
込
先

・
〒
六
三
〇
奈
良
市
二
条
町
二
十
九
十

一

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
内

埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会
　
佃
　
幹
雄
　
宛

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｏ
七
四
二
十
三
四
十
三
九
三

一

郵
便
振
替
　
一爪
都
五
十
九
九
三
〇
　
埋
蔵
文
化
財
写
真
技
術
研
究
会

1977年以前出上の木簡
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